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◆本手順書では、工具データの登録手順をご説明します。
※　CADmeister　V6.2にバージョンアップが必要です。※　CADmeister　V6.2にバージョンアップが必要です。※　CADmeister　V6.2にバージョンアップが必要です。※　CADmeister　V6.2にバージョンアップが必要です。
\CRESTAM\CAM\NTBL\SAMPLE　に登録する方法を説明いたします。

1 工具データ関連ファイルをダウンロードします。

各ファイルの構成はそれぞれ以下の通りです。

・工具
Hitachi_Tool.zip（MITSUBISHI_MATERIALS.zip、OSG.zipも同様）
Hitachi_Tool（MITSUBISHI_MATERIALS、OSG）
CUTTER
STANDARD
BALL…各CSVファイル
FLAT…各CSVファイル
RADIUS…各CSVファイル

COND
BALL…各CSVファイル
FLAT…各CSVファイル
RADIUS…各CSVファイル

・ホルダ
DAISHOWA.zip（MST.zip）
DAISHOWA（MST)
HOLDER
STANDARD…各CSVファイル

・登録ツール
ConvCond.zip
CondConv
CondConv.exe 加工条件登録ツール
計算ファイル.csv



2 ダウンロードした工具データ（CUTTERフォルダ、HOLDERフォルダ以下）をご使用の加工技術ファイルにコピーします。
工具コピー先：導入ドライブ:\CRESTAM\CAM\NTBL\加工技術ファイル（SAMPLE等）\TOOL以下へ
ホルダコピー先：導入ドライブ:\CRESTAM\CAM\NTBL\加工技術ファイル（SAMPLE等）\TOOL以下へ

※※※※各工具にはCONDフォルダが存在しますが、こちらは加工技術ファイルにはコピーしないでください。各工具にはCONDフォルダが存在しますが、こちらは加工技術ファイルにはコピーしないでください。各工具にはCONDフォルダが存在しますが、こちらは加工技術ファイルにはコピーしないでください。各工具にはCONDフォルダが存在しますが、こちらは加工技術ファイルにはコピーしないでください。

3 必要に応じて計算ファイル.csvの比率を変更してください。



4 加工条件登録ツール（CondConv.exe)から計算ファイル、加工条件、登録先加工技術ファイルを指示し、登録します。
一括で登録することができません。１工具ずつ登録作業を行ってください。

例） CADmeisterインストールドライブはD：￥。
ダウンロードした工具データはDドライブ直下に保存。
登録ツールと計算ファイルはデスクトップに保存。 として指示を行うと下記のようになります。

それぞれのボタンは
参照ボタン ファイル、フォルダの存在するパスを指示をします。
編集ボタン 選択したファイルを編集します。（Excelがインストールされていない場合はテキスト形式でオープンします）
登録ボタン 選択した切削条件ファイル、計算ファイルを指示した加工技術ファイルに登録します。

既にファイルが存在する場合は、上書きするかの確認メッセージが表示されます。
確認ボタン 登録された切削条件を確認します。
Closeボタン 加工条件登録ツールを終了します。(×でも終了可能です）

新規の場合

ファイルが存在する場合



5 CADmeisterから工具、ホルダが選択できることを確認します。
CAMツールバー/スタート/加工技術ファイル管理
登録した加工技術ファイルの工具を右ボタンクリックから編集を選択します。

6 工具を登録する場合
加工工程を作成し、工具の選択の際にタイプ、工具径を入力し、工具名を新規として詳細設定ボタンを押します。

以上

ホルダ

工具

ホルダ、カッターともに
シリーズを選択することで
登録された工具データが確認できます。

工具名を入力し、
保存することで経路計算で
使用可能となります。


